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第49号議案 相続税の納税猶予に関して引き続き農業経営を行っている旨の証明願について 

第50号議案 相続税の納税猶予に関する適格者証明について 

第51号議案 相続税の納税猶予に係る利用状況の確認について 

第52号議案 農業経営基盤強化促進法第18条第1項の決定について 

(3) 報告 
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（4）その他 

(5) 閉会 
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令和 3年第 7回総会（令和 3年 7月 20日） 

開会（午後 2時 00分） 

農政課長 本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。

定刻となりましたので、ただいまより令和 3 年第 7 回総会

を始めさせていただきます。 

 それでは、会長の議事進行により会議を進めていただきま

す。会長、よろしくお願いいたします。 

議長（会長） ただいまより、令和 3年第 7回総会を開会いたします。 

本日は、大変お忙しい中、またすごく暑い中、ご出席いただ

きましてありがとうございます。 

  それでは、本日の議案といたしまして、第 45 号議案「農地

法第 3条の規定による所有権移転許可申請について」から、第

52号議案「農業経営基盤強化促進法第 18条第 1項の決定につ

いて」までの 8議案の審議を行います。また、報告事項を 1件

予定しております。議事の進行及び議案については、お手元配

付の次第のとおりでございます。 

 限られた時間の中ではございますが、十分ご審議いただくよ

うお願いいたします。 

それでは、会議を進めさせていただきます。まず、本日の農

業委員のご出席は 15 人中 10 人で、定足数を満たしておりま

すので、会議が有効に成立しておりますことをご報告いたしま

す。 

また、農地利用最適化推進委員は 12 人中 6 人のご出席でご

ざいます。 

次に、本日の議事録署名者は、氏名の 50 音順により、清水

久一委員及び布目已佐子委員の両委員にお願いいたします。 
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それでは、本日の議事に移りたいと思います。 

まず始めに、お願いがございます。総会での発言は、全て議

事録に記録しております。発言される場合には、まず、挙手を

し、私から指名を受けた上で、必ずマイクを使って発言して下

さい。議事録を正しく作成するため、お手数ですがご協力をお

願いいたします。 

 では、議案審議に入ります。 

まず、はじめに、第 45 号議案、農地法第 3条の規定による

所有権移転許可申請について審議を行います。 

議案の報告については、今回も新型コロナウイルス対策とし

て、すべて地区課長より報告してもらうことといたします。 

それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 3-2 について、中川農政課長、お願いいたします。 

中川農政課

長 

受付番号 3 2 の農地につきまして、7月 6日に担当委員さん

と事務局職員とで現地を確認しましたので、結果をご報告いた

します。 

本件は、譲渡人の 3名が営農規模縮小のため、本農地の売却

を希望され、一方譲受人が新規就農のため、本農地を取得する

ことを希望しています。 

申請地である中川区福島三丁目の 3筆の田は、水稲が作付け

され、良好に管理されています。 

本件は新規就農ということで譲受人と面談を行いましたの

で、面談の内容についてご報告させていただきます。 

今回の申請地のすぐ目の前には譲受人が代表取締役を務め
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る会社の社屋がございます。このたび、譲受人は会社経営の一

線を退き業務の時間が減ること、また、農家出身で地元農地を

守っていきたいという気持ちもあったことから新たに就農す

ることを希望しております。 

譲受人本人に特段の農作業経験はありませんが、地域のルー

ルとして中川区福島のエリアでは、田起こしから田植えまでの

作業について、地域の組合が取りまとめて一括して業者に農作

業を委託するという形態をとっております。 

譲受人はそのルールに従い、田植えまでの作業については委

託をし、その後の肥培管理等の作業については自ら行うとの意

向を示しています。 

作業にあたっては、会社の従業員の手も借りながら行うこと

を想定しているほか、稲刈りについては機械をリースして、親

戚の農家や地元農家の指導も受けながら行うとのことです。 

以上のことから本件の譲受人は適切に農地管理を行ってい

けると思われます。ご審議のほどよろしくお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

 特にないようです。 

それでは、第 45 号議案の案件については、許可してよろし

いか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 45 号議案の案件は、許可することと

いたします。 
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 次に、第 46 号議案、農地法第 3条の規定による賃借権設定

許可申請について審議を行います。 

それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 3-3 について、中川農政課長、お願いいたします。 

中川農政課

長 

受付番号 3 3 の農地につきまして、7月 6日に担当委員さん

と事務局職員とで現地を確認しましたので、結果をご報告いた

します。 

本件は、中川区福島三丁目地内の計 6筆の農地について、貸

主である 8名が営農規模縮小のため本農地の賃貸を希望され、

一方で、借主が営農規模拡大のため、本農地を賃借することを

希望しています。 

申請地である中川区福島三丁目の 3筆の畑と、中川区福島三

丁目の 3筆の田はいずれも休耕中です。 

賃借人は、10年ほど前から、丹羽郡大口町にて、障害者の自

立支援と雇用創出を目的とした就労農場を運営しており、小松

菜をメインとした水耕栽培を行っています。 

今回、申請地においても新たな農場をつくり、水耕栽培を行

う予定です。 

賃借人が現在大口町で賃借し管理している農地は良好に管

理されており、申請地についても適切に管理されていくことが

見込まれます。 

本件につきましては、許可することについて、何ら問題はな

いと思いますので、ご審議のほど、よろしくお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、
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何かご意見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 46 号議案の案件について

は、許可してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 46 号議案の案件は許可することとい

たします。 

次に、第 47 号議案、農地法第 5条の規定による使用貸借権

設定許可申請についてについて審議を行います。 

 それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 4-1 及び 4-2 について、港農政課長、お願いいたしま

す。 

港農政課長 受付番号 4-1 につきまして、担当委員及び事務局職員とで、

7月 2日に、調査した結果をご報告します。 

転用の内容は、分家住宅を建設し、使用貸借権を設定するも

のです。借受人は現在、区内の賃貸住宅に居住していますが、

家財道具が増え、手狭となったため、自己住宅の建築を考える

ようになりました。両親の手伝いのできる土地で選定するも適

地がなく、貸出人である父の土地に建設することとなり、今回

の申請に及んだものです。 

申請に係る農地、港区西福田二丁目の 1筆は、過去に農用地

除外を受けており、現在は農用地に指定されておらず、農地区

分が 3種農地の畑で、転用許可するに問題ないと判断できる農

地です。 
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申請地の状況は畑で、耕作準備中でした。その周囲の状況は、

東と北側は田、南と西側は道路となっており、海東土地改良区

から排水同意書もあり、周辺農地への被害の防除には配慮する

とのことです。 

また、海東土地改良区の意見書があることや、借受人は、資

金調達に必要な資力・信用があること、住宅都市局開発審査係

にも開発許可を申請していることから、当該転用事業が確実に

遂行されるものと考えられます。 

 以上、調査の結果、許可をするについて、問題ないと思いま

すので、よろしくご審議をお願いします。 

続きまして、受付番号 4-2 につきまして、担当委員及び事務

局職員とで、7月 2日に、調査した結果をご報告します。 

転用の内容は、分家住宅を建設し、使用貸借権を設定するも

のです。借受人は現在、大阪の社宅に居住していますが、子供

の成長に伴い、手狭となったため、自己住宅の建築を考えるよ

うになりました。両親の面倒を見ることができる本家の近隣で

の土地で選定するも適地がなく、貸出人である母の土地に建設

することとなり、今回の申請に及んだものです。 

 申請に係る農地、港区福前一丁目の 1筆は、農地区分が１種

農地の畑ではありますが、集落に接続しており、転用許可する

に問題ないと判断できる農地です。 

 申請地の状況は畑で、ナス、ネギ等を作付けしている状況で

した。その周囲の状況は、東側は田、北側は水路、西と南側は

宅地となっており、協和土地改良区から排水同意書もあり、周

辺農地への被害の防除には配慮するとのことです。 
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また、協和土地改良区の意見書があることや、借受人は、資

金調達に必要な資力・信用があること、住宅都市局開発審査係

にも開発許可を申請していることから、当該転用事業が確実に

遂行されるものと考えられます。 

 以上、調査の結果、許可をするについて、問題ないと思いま

すので、よろしくご審議をお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 47 号議案の案件について

は、許可してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 47 号議案の案件は許可することとい

たします。 

 次に、第 48 号議案、生産緑地に係る農業の主たる従事者証

明願について審議を行います。 

 それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 2-3 から 2-5 について、西部・守山農政課長、お願い

いたします。 

西部・守山

農政課長 

受付番号 2-3 から 2-5の農地について、7月 2日と 5日にそ

れぞれ担当の委員さんと事務局とで現地調査した結果を報告

します。 

受付番号 2-3 は畑で、ナス、キュウリ、トマトが作付けされ

ており、申請者の夫がお亡くなりになるまでは、主たる従事者
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として良好に農地を管理されていたことを確認いたしました。

受付番号 2-4 の 2 筆はそれぞれ田と畑で、田は水稲が作付

けされており、畑はカボチャが作付けされていました。申請者

の母がお亡くなりになるまでは、主たる従事者として良好に農

地を管理されていたことを確認いたしました。 

受付番号 2-5 は田で、水稲が作付けされ、申請者ご自身が体

調を崩されるまでは、主たる従事者として農地を良好に管理さ

れていたことを確認いたしました。 

何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議のほど、お

願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 3-2 について、中

川農政課長、お願いいたします。 

中川農政課

長 

受付番号 3 2 の農地につきまして、7月 5日に担当の委員さ

んと事務局職員とで現地を確認しましたので、結果をご報告い

たします。 

中川区富田町大字千音寺字一本松の 2 筆の畑及び字仏供田

の 4筆の田は、休耕中でした。 

中川区富田町大字千音寺字供木の 1筆の田は、水稲が作付け

され良好に管理されておりました。 

中川区富田町大字千音寺字郷東の 5筆の畑は、夏野菜、さと

いも、ピーナッツ、ネギ、とうもろこし、ビワ、柿が作付けさ

れ良好に管理されておりました。 

このことから、願出者の夫が、生前主たる従事者として、農
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地を良好に管理されていたことを確認いたしました。証明する

ことにつき、何ら問題はないと思いますので、ご審議のほど、

よろしくお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 48 号議案の案件について

は、証明してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 48 号議案の案件は、証明することと

いたします。 

 次に、第 49 号議案、相続税の納税猶予に関して引き続き農

業経営を行っている旨の証明願について審議を行います。 

本議案には、布目委員のご親族に関する案件が含まれており

ます。農業委員会等に関する法律第 31 条に規定する「議事参

与の制限」のため、布目委員は、この案件の審議には参与でき

ません。 

まず、布目委員に関係する案件を先に審議することにいたし

ますので、布目委員におかれましては本案件審議中のご発言は

控えていただきますようお願いいたします。 

 では、資料の 12 ページをご覧ください。こちらの受付番号

3-7 が、布目委員に関する案件となります。受付番号 3-7 につ

いて、中川農政課長、お願いいたします。 

中川農政課

長 

受付番号 3 7 の農地につきまして、7月 2日に担当の委員さ

んと事務局職員とで現地を確認しましたので、結果をご報告い
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たします。 

受付番号 3 7 の中川区大当郎一丁目の 1 筆の畑にはとうも

ろこしが、中川区中須町の 1筆の畑にはとうもろこし、ネギが

作付けされており、良好に管理されていました。 

証明することにつき、何ら問題はないと思いますので、ご審

議のほど、よろしくお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

特にないようです。それでは、受付番号 3-7 について、証明

してよろしいかお諮りします。 

委員 異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 49号議案の案件のうち、受付番号 3-

7 につきましては、証明することといたします。 

ここからは布目委員も議事に参与していただきますようお

願いします。 

それでは、資料の 6ページに戻っていただきまして、順番に

ご報告をお願いします。受付番号 1-17 から 1-20 までについ

て、東部・緑農政課長、お願いいたします。 

東部・緑農

政課長 

受付番号 1-17 から 1-20 の農地について、担当委員さんと

事務局職員で、7月 2日と 7月 5日の両日に、現地調査した結

果を報告します。 

受付番号 1-17、天白区池場一丁目の 1筆には、カボチャが、

同 1筆には、イチジク、柿、イチゴが、池場二丁目の 1筆には
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ブロッコリーやニンジンが、同 1筆には、ビワやナスなどが、

池場四丁目の 1筆には、カボチャや甘薯が、同 1筆には、かり

もりなどが、同 1 筆には、スイカが、島田が丘の 1 筆には柿

が、栽培されていました。 

受付番号 1-18、天白区池場四丁目の 1 筆には、甘薯が、島

田が丘の 1筆には柿が、栽培されていました。 

受付番号 1-19、緑区高根山一丁目の 1 筆には、梅が、栽培

されていました。 

受付番号 1-20、天白区笹原町の 1筆には、タマネギが、同 1

筆には、ミカンが、菅田一丁目の 2 筆には、一体でカボチャ

が、栽培されていました。  

菅田一丁目の 2 筆は耕作準備中。菅田三丁目の 1 筆には、

柿、梅、ピーマンなどが、保呂町の 3筆は、一体でカボチャが、

山根町の 2筆も一体でカボチャが、山根町の 6筆には、一体で

甘薯が、同 2筆には一体で柿やミカンが、栽培されており、同

2筆は、耕作準備中となっていました。 

いずれも、畑や果樹畑として良好に管理されており、引き続

き農業経営されていることを確認しました。 

何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議のほど、お

願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 2-6 から 2-12 に

ついて、西部・守山農政課長、お願いいたします。 

西部・守山

農政課長 

受付番号 2 6 から 2-12 について、7 月 2 日と 5 日にそれぞ

れ担当の委員さんと事務局とで現地調査した結果を報告しま
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す。 

受付番号 2 6 と 2 7 は畑で、キュウリ、トマト、ミカン等が

作付けされていました。 

受付番号 2 8 は、中志段味特定土地区画整理の 1 筆に畑と

して仮換地されており、オクラ、ナス、トマト等が作付けされ

ていました。 

受付番号 2-9 は 2 筆とも田で、水稲が作付けされていまし

た。 

受付番号 2 10 は、中志段味特定土地区画整理の 1筆に畑と

して仮換地されており、さつまいも、ニンジン、トマト等が作

付けされていました。 

受付番号 2-11 は 3 筆とも畑で、イチジク、とうもろこし、

ミニトマト等が作付けされていました。 

受付番号 2-12 の西区赤城町の 2筆、比良一丁目の 1筆は畑

で、ゆず、キュウリ、柿が作付けされていました。西区比良一

丁目の 2筆は田で、水稲が作付けされていました。北区喜惣治

新田字中島の 3筆はすべて畑で、アスパラ、ズッキーニ、しし

とう等が作付けされていました。 

いずれの農地も願出者が引き続き農業経営を行っているこ

とを確認し、何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議

のほど、お願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 3-5 及び 3-6につ

いて、中川農政課長、お願いいたします。 
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中川農政課

長 

受付番号 3 5 及び 3 6の農地につきまして、7月 6日に担当

の委員さんと事務局職員とで現地を確認しましたので、結果を

ご報告いたします。 

受付番号 3 5 の中川区春田四丁目の 1 筆の田には水稲が作

付けされており、良好に管理されていました。 

受付番号 3 6 の中川区江松四丁目の 3 筆の田には水稲が作

付けされており、良好に管理されていました。 

証明することにつき、何ら問題はないと思いますので、ご審

議のほど、よろしくお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 4-3 から 4-6につ

いて、港農政課長、お願いいたします。 

港農政課長 受付番号 4-3 から 4-6 の農地につきまして、担当委員さん

及び事務局職員とで、7月 2日と 5日に調査した結果を報告し

ます。 

受付番号 4-3 の 4 筆、4-4 の 5 筆、4-5 の 4 筆及び、4-6 の

１筆は、田で、それぞれ水稲が作付けされ、良好に管理されて

おりました。 

以上のことから、引き続き農業経営されていることを確認し

ました。 

 調査の結果、問題ないと思いますので、よろしくご審議をお

願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今の報告について、何かご意

見はございますか。 
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 特にないようです。それでは、第 49 号議案の案件のうち、

受付番号 3-7 以外の案件について、証明してよろしいか、お諮

りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 49 号議案の案件は、証明することと

いたします。 

次に、第 50 号議案、相続税の納税猶予に関する適格者証明

について審議を行います。 

それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 2-1 について西部・守山農政課長、お願いいたしま

す。 

西部・守山

農政課長 

受付番号 2-1 の農地について、7月 2日に、担当の委員さん

と事務局とで現地調査した結果を報告します。 

証明願い出の農地、守山区桔梗平一丁目の 1筆は畑で、スイ

カ、とうもろこし、トマトが作付けされており、良好に管理さ

れています。 

この農地の被相続人が亡くなられ、相続人である妻が引き続

き農業経営を行うとのことです。 

相続人は以前から被相続人と農業に従事されており、今後も

農地の維持管理を続けることは可能であると見込まれます。 

何ら問題は無いと思いますので、よろしくご審議のほど、お

願いいたします。 
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議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 3-1 について、中

川農政課長、お願いいたします。 

中川農政課

長 

受付番号 3 1 の農地について、7月 2日に担当の委員さんと

事務局とで現地調査した結果を報告します。 

中川区東起町四丁目の 2筆の田には水稲が作付けされ、良好

に管理されていました。 

この農地の被相続人が亡くなられ、相続人が引き続き農業経

営を行うとのことです。 

相続人はご高齢ですが、娘さんと一緒に耕作をしているとの

ことです。被相続人がなくなってからの耕作は相続人が行って

おり、現在良好に管理されているため今後も適切に管理されて

いくことが見込まれます。 

証明することにつき、何ら問題は無いと思いますので、よろ

しくご審議のほど、お願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。次に、受付番号 4-1 について、港

農政課長、お願いいたします。 

港農政課長 受付番号 4-1 につきまして、担当委員さん及び事務局職員

とで、7月 2日に調査した結果を報告します。 

本件申請は、「相続税の納税猶予の適用」を受けようとする

願出者が、納税猶予の適用を希望する港区藤高三丁目始め 3筆

の農地について、租税特別措置法施行令の定める基準を満たす

適格者である事につき、証明を願い出たものです。 

申請地は、田で、水稲が作付けされており、いずれも農地と
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して良好に管理されておりました。 

また、願出者は、被相続人が亡くなられた後、当該農地を自

ら経営しており、今後も引き続き農業経営を行う見込みである

ことにつきましても確認しております。 

以上、調査の結果、適格者として問題ないと思いますので、

よろしくご審議をお願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 50 号議案の案件について

は、証明してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 50 号議案の案件は、証明することと

いたします。 

 次に、第 51 号議案、相続税の納税猶予に係る利用状況の確

認について審議を行います。 

それでは、担当の地区課長からご報告をお願いいたします。

受付番号 4-3 から 4-7 について、港農政課長、お願いいたしま

す。 

港農政課長 受付番号 4-3 から 4 7につきまして、7月 2日に、担当委員

さんと事務局職員で、調査した結果をご報告します。 

本件は、受付番号 4 1 から 4 7の相続人が、納税猶予の適用

を受けている農地について、自らの農地として管理しているこ

とについて、中川税務署から確認を求められているものです。
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受付番号 4-3 の 5 筆のうち 1 筆は畑で、にんにく、さとい

も、キュウリ、4-5 の 4筆のうち 1筆も畑で、桃、スイカ、と

うもろこし、4-6 の 5筆のうち 2筆は畑で、キャベツ、ナス、

トマト、そのうち西福田二丁目の 1筆については、耕作準備中

でございます。以上、良好に管理されておりました。また、受

付番号 4-3 の 5 筆のうち 4筆、4-4 の 1筆、4-5 の 4 筆のうち

3筆、4-6 の 5筆のうち 3筆及び 4 7 の 5 筆は田で、良好に管

理されておりました。 

また、この農地は、相続人が相続して以来、所有者自らが農

地として管理されてきたことを確認しました。 

 以上、調査の結果、問題はないと思われますので、よろしく

ご審議をお願いいたします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今の報告について、何かご意

見はございますか。 

 特にないようです。それでは、第 51 号議案の案件について

は、証明してよろしいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 51 号議案の案件は、証明することと

いたします。 

次に、第 52号議案、農業経営基盤強化促進法第 18条第 1項

の決定について審議を行います。こちらは、利用権設定の案件

となります。 

審議のポイントとして、配付資料①をお配りしていますの
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で、合わせてご覧ください。 

それでは、18 ページの農用地利用集積計画案の第 2 号から

20ページの第 4号について、港農政課長、お願いいたします。

港農政課長 令和 3年度第 2号の農地利用集積計画につきまして、7月 2

日に、担当委員さんと事務局職員で、調査した結果をご報告し

ます。 

本件は、農地の使用貸借権を設定したいと申し出されたもの

です。 

申し出の農地は、港区西福田五丁目の 1 筆の畑で、面積は

556 平米であり、アスパラ、ズッキーニ、とうもろこしが作付

けされていました。 

借受人は、所有者に対し、申請地の借り受け継続の希望をさ

れ、双方の合意が得られたので、今回の申請にいたったもので

す。 

借受人は、申し出の農地を効率的に利用する、意欲ある者と

思われます。利用権の設定がされたあとも、継続的な営農を行

い、農用地の経営基盤強化につなげていくと見込まれます。 

以上、調査の結果、問題はないと思われますので、よろしく

ご審議のほど、お願いします。 

続きまして、令和 3 年度第 3 号及び第 4 号の農地利用集積

計画につきまして、7月 2日に、担当委員さんと事務局職員で、

本人の面談及び調査した結果をご報告します。 

本件は、農地の賃貸借権を設定したいと申し出されたもので
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す。 

申し出の農地は、港区藤高四丁目の 3筆の畑で、面積がそれ

ぞれ、503 平米、417 平米、308 平米です。農地の現状は、農業

用施設としてビニールハウスが設置されており、栽培用エアコ

ンによりハウス内を冷却し、シイタケの菌床栽培が行われてい

る状態でした。 

借受人は、きのこの栽培技術研修の受講や、他県のシイタケ

農園での研修受講によって、シイタケの栽培技術を習得し、農

福連携の実現を目標に、新規就農を希望され、所有者との間で、

利用権設定をすることについて協議を行った結果、合意に至

り、本件の申し出をなされたとのことです。 

借受人とは、現地調査する前に、面談を行いました。その結

果や、青年等就農計画認定にも現在、申請中であることから、

申し出の農地を効率的に利用する意欲ある者と思われます。さ

らに、利用権の設定がされたあとも、農用地の経営基盤強化に

つなげていくと見込まれます。 

以上、調査の結果、問題はないと思われますので、よろしく

ご審議のほど、お願いします。 

議長（会長） ありがとうございました。ただ今ご報告いただきましたが、

何かご意見はございますか。 

清水委員 意見はないんですけど、現地と聞き取り調査した私からちょ

っとひと言だけ。内容を見てもらうと、借入の金額が 3号と 4

号ではだいぶ違うんですけど、3号のほうは、貸出人が購入し

て間もない土地で、購入代金の返却もあるということで、ちょ

っと高く契約されたそうです。ちょっと見ると、一方は 20万、

もう一方は 1万で、だいぶ疑問が出ると思いますけど、そうい
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うことがあるもんですから、一応補足だけしておきます。

議長（会長） いま清水委員から補足説明がございました。何か他にござい

ますでしょうか。よろしいでしょうか。 

ないようでございます。 

それではここで、第 52 号議案の議決の案を読み上げさせて

いただきます。17ページをご覧ください。 

農業経営基盤強化促進法第 18条第 1項の決定について 

農業経営基盤強化促進法（昭和 55 年法律第 65号）第 18 条

第 1 項の規定により、名古屋市が農用地利用集積計画（以下

「計画」という。）を定めるにあたり、名古屋市長から「農用

地利用集積計画（案）の作成について（依頼）」により依頼が

あったことについては、名古屋市が作成した案のとおり定める

ことにつき差し支えない旨、決定する。 

理由としましては、当該計画において利用権の設定を受ける

者は、第 18 条第 3項に掲げる要件の全てを備えることとなる

と認められるため、です。 

 それでは、第 52 号議案について、案のとおり回答してよろ

しいか、お諮りいたします。 

委員  異議なし。 

議長（会長） ご異議なしと認め、第 52 号議案につきましては、案のとお

り名古屋市長あて回答いたします。 

本日予定しました議案は以上でございます。 
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続きまして、報告に移ります。 

報告（1）「農地転用届出等処理報告」について事務局、お願

いいたします。 

農政課長 それでは、令和 3 年 6 月 1 日から令和 3 年 6 月 30 日まで

に、名古屋市農業委員会事務局長以下代決規程に基づき、事務

局が処理した案件につきまして、ご報告させていただきます。

まず、1ページから 9ページにかけまして、農地法第 3条の

3の規定による届出が 15件 

続いて、10 ページから 16 ページにかけまして、農地法第 4

条第 1項第 8号の規定による転用届出が 19件 

続いて、17 ページから 46ページにかけまして、農地法第 5

条第 1 項第 7 号の規定による転用届出のうち所有権移転に係

るものが 89件 

続いて、47ページから 48 ページにかけまして、同じく、農

地法第 5条転用届出のうち賃借権設定に係るものが 5件 

続いて、49 ページから 50ページにかけまして、同じく、農

地法第 5条転用届出のうち使用貸借権設定に係るものが 5件 

続いて、51ぺージですが、現況証明願が 1件 

続いて、52 ページですが、農地の競売に関する買受適格者

証明が 2件 

続いて、53ページですが、農地の時効取得に関する通知が

１件
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続いて、54ページですが、転用届出に係る訂正願が 1件 

それぞれ受理いたしております。報告は、以上でございます。

議長（会長） ただ今の報告で、何かご質問等はございますか。 

特にないようです。 

 報告については以上でございますが、その他事務局から、何

かありますでしょうか。 

農政係長 先月の総会にご出席いただいた委員の皆さまにはすでにお

渡ししております、今年度の名古屋市職員録が完成しておりま

すので配付をしております。今後の活用にお役立ていただきた

いと考えております。 

今年度は 1 冊 363 円となっております。全員協議会で支出

させていただく予定でございますので、よろしくお願いいたし

ます。以上でございます。 

議長（会長） その他、何かありますでしょうか。委員の皆さまから何かご

ざいますでしょうか。 

特にないようです。 

それでは、以上をもちまして、令和 3年第 7回総会を閉会い

たします。議事進行にご協力いただきましてありがとうござい

ました。 

閉会（午後 2時 42分） 


